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叩
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叩
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羽
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年
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道標

企Z
Yi~ 
言語
性五
化十
し周

年

教
区
が
一
つ
と
な
る
よ
う
に

新
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
誕
生

ド
イ
ツ
の
ラ
ッ
ツ
イ
ン
ガ

l
枢
機
卿
を
選
出

四
月
十
八
日
か
ら
バ
チ
カ
ン
で
聞
か
れ
て
い

た
教
皇
選
挙
（
コ
ン
ク
ラ
l
べ
）
は
、
十
九
日
、

ヨ
ゼ
ブ
・
ラ
ッ
ツ
イ
ン
ガ
l
枢
機
卿
団
長
（
七

十
八
歳
）
を
新
教
皇
に
選
出
し
た
と
発
表
し
た
。

教
皇
名
は
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
十
六
世
。

新
教
皇
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
十
六
世
は

一
九
二
七
年
四
月

十
六
日
、
ド
イ
ツ

進
。
聖
職
者
、
奉
献
生
活
者
、

信
徒
の
そ
れ
ぞ
れ
の
使
徒
職
に

光
を
当
て
、
青
少
年
、
家
族
、

病
者
、
女
性
、
職
業
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
に
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
し

た【
空
飛
ぶ
教
皇
】

全
教
会
の
指
導
者
と
し
て

の
自
覚
か
ら
、
ま
た
、
国
や
民

族
、
宗
教
を
超
え
た
対
話
を
目

指
し
て
、
平
和
の
使
者
と
し
て

積
極
的
に
世
界
各
国
を
歴
訪

し
、
そ
の
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
は
無
論
の
こ
と
、
多
く
の
政

治
的
リ
ー
ダ
ー
、
諸
宗
教
の
指

導
者
と
の
対
話
・
会
見
を
持
つ

歩
み
続
け
た
五
十
年

フ
リ
チ
ェ
ル
神
父
金
祝
を
祝
う

レ
デ
ン
プ
ト

l
ル
会
の
ウ

イ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
リ
チ
ェ
ル
神

父
（
出
水
教
会
主
任
司
祭
・
七フリチェル神父

十
七
歳
）
の
司
祭
叙
階
五
十
周

年
（
金
祝
）
を
祝
う
集
い
が
、

四
月
十
日
（
日
）
出
水
教
会
と

出
水
市
内
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ

た。
ブ
リ
チ
ェ
ル
神
父
は
一
九

二
七
年
十
月
二
十
七
日
、
ム
イ

グ
リ
ッ
（
旧
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
）
に
生
ま
れ
る
。
一
九
四
八

は
バ
イ
エ
ル
ン
の
マ
ル
ク
ト
ル
・
ア
ム
・
イ
ン

に
生
ま
れ
る
。
五
一
年
六
月
二
十
九
日
、
司
祭

に
叙
階
さ
れ
、
七
七
年
五
月
二
十
八
日
司
教
に
。

七
七
年
六
月
二
十
七
日
、
パ
ウ
ロ
六
世
か
ら
枢

機
卿
に
親
任
、

O
二
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
首

席
枢
機
卿
と
な
っ
て
い
た
。

新
教
皇
の
就
任
の
た
め
の
荘
厳
ミ
サ
は
二
十

四
日
に
、
ま
た
教
区
に
お
け
る
新
教
皇
の
た
め

の
ミ
サ
も
二
十
四
日
（
日
）
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ

ル
で
糸
永
司
教
司
式
で
さ
さ
げ
ら
れ
た
。

た。
訪
ね
た
国
は
百
三
十
三
か

国
に
及
び
「
空
飛
ぶ
教
皇
」
と

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
。
空
港

で
大
地
に
接
吻
す
る
姿
は
、
そ

の
国
と
人
々
へ
の
尊
敬
と
愛
を

示
す
し
ぐ
さ
と
し
て
有
名
で
あ

っ
た
。

【
和
解
と
赦
し
の
使
徒
】

紀
元
二

0
0
0
年
に
は
大

聖
年
の
開
幕
を
告
げ
、
こ
れ
を

機
会
に
世
界
中
の
キ
リ
ス
ト
者

に
回
心
と
償
い
、
赦
し
と
和
解

を
呼
び
か
け
、
過
去
の
歴
史
の

中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
子
ら

が
犯
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
罪
を
認

め
公
式
に
謝
罪
し
た
。
赦
し
と

第
二
百
六
十
四
代
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
口
二
世
が
四
月
二
日
午
後
九
時
五
十
四
分
（
日
本
時
間
三

日
午
前
回
時
五
十
四
分
）
、
長
い
闘
病
の
末
、
バ
チ
カ
ン
の
居
室
で
帰
天
し
た
。
八
十
四
歳
だ
っ
た
。

教
皇
の
葬
儀
は
四
月
八
日
午
前
十
時
（
日
本
時
間
同
日
午
後
五
時
）
か
ら
バ
チ
カ
ン
の
サ
ン
ピ
工
ト

ロ
広
場
で
世
界
中
か
ら
駆
け
つ
け
た
大
勢
の
信
者
に
見
守
ら
れ
て
荘
厳
に
営
ま
れ
た
。
圏
内
に
お
い

て
は
、
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
で
メ
モ
リ
ア
ル
ミ
サ
（
四
月
八
日
午
前
十
一
時
）
が
さ

さ
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
全
国
各
地
で
「
帰
天
記
念
ミ
サ
」
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
教
区
に
お
い
て
は
四
月

六
日
（
水
）
午
後
七
時
か
ら
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
で
教
区
主
催
追
悼
ミ
サ
が
、
ま
た
奄
美
大
島
地
区

で
は
八
日
（
金
）
聖
心
教
会
で
追
悼
ミ
サ
が
あ
り
、
教
皇
の
死
を
悼
む
と
と
も
に
二
十
六
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
そ
の
使
命
達
成
に
逼
進
し
た
教
皇
の
た
め
に
成
詣
の
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

教

皇

ヨ

ハ

ネ

・

ツ

へ

連

行

さ

れ

る

の

を

避

け

る

六

七

年

一

月

に

は

枢

機

卿

に

任

パ
ウ
ロ
二
世
た
め
石
切
場
で
働
き
な
が
ら
、
命
さ
れ
る
。

本
名
カ
ロ
ル
・
ヨ
ゼ
フ
・
勉
学
と
地
下
演
劇
集
団
で
演
劇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
一
世
帰

ボ
イ
テ
ィ
ワ
。
一
九
二

O
年

五

活

動

を

続

け

る

。

天

後

の

教

皇

選

挙

の

結

果

、

一

月
十
八
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
こ
の
間
、
司
祭
職
へ
の
召
九
七
八
年
十
月
十
六
日
、
第
二

ヂ
ヴ
ィ
チ
ェ
に
父
カ
ロ
ル
・
ボ
命
が
芽
生
え
、
一
九
四
三
年
百
六
十
四
代
目
の
ロ

l
マ
教
皇

イ
テ
ィ
ワ
（
職
業
軍
人
）
、
母
「
地
下
神
学
校
」
に
入
学
、
四
に
選
出
さ
れ
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

エ
ミ
リ
ア
・
カ
ツ
オ
ル
ブ
ス
カ
六
年
十
一
月
一
日
、
司
祭
に
叙
ロ
二
世
と
名
乗
る
。
五
十
八
歳

（
教
師
の
次
男
と
し
て
誕
生
。
階
。
ロ

l
マ
に
移
り
神
学
研
究
の
そ
の
時
か
ら
二
十
六
年
半
の

八
歳
で
母
を
、
そ
の
三
年
の
後
、
一
九
四
八
年
神
学
博
士
長
き
に
わ
た
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク

後
に
兄
エ
ド
モ
ン
ド
を
失
い
、
の
学
位
を
得
る
。
同
年
、
ス
タ
教
会
を
導
き
、
世
界
平
和
の
た

そ
し
て
二
十
歳
の
時
に
父
が
他

i
リ
ン
体
制
下
の
祖
国
に
戻
り
め
に
働
い
た
。

界
し
、
す
べ
て
の
身
寄
り
を
失
ク
ラ
ク
フ
近
郊
で
小
教
区
助
任
【
新
し
い
福
音
宣
教
】

っ
た
。
十
八
歳
で
ク
ラ
ク
フ
の
司
祭
を
歴
任
。
五
一
年
ま
で
大
教
皇
登
位
後
は
、
第
二
パ

大
学
に
入
学
し
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
生
担
当
司
祭
。
そ
の
後
、
ク
チ
カ
ン
公
会
議
の
精
神
を
受
け

学
を
専
攻
す
る
が
、
翌
年
、
ド
ラ
ク
フ
大
神
学
校
及
び
ル
ブ
リ
継
ぎ
、
新
し
い
福
音
宣
教
を
推

イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
ン
大
学
神
学
部
で
倫
理
神
学
教

し

大

学

は

閉

鎖

。

授

。

生

活

を

支

え

、

一

九

五

八

年

七

月

四

日

、

教
皇
ピ
オ
十
二
世
に
よ
り
、
ク

ラ
ク
フ
補
佐
司
教
に
任
命
。
三

十
八
歳
に
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

最
も
若
い
司
教
と
し
て
、
共
産

主
義
政
府
と
教
会
と
の
対
立
の

中
で
の
困
難
な
司
牧
任
務
を
果

た
す
。
六
二
年
か
ら
の
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
に
出
席
、
「
現

代
世
界
憲
章
」
の
編
纂
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

六
四
年
に
パ
ウ
ロ
六
世
に

よ
っ
て
ク
ラ
ク
ブ
大
司
教
に
、

年
に
レ
デ
ン
プ
ト
！
ル
会
入

会
。
翌
年
初
誓
願
宣
立
、
一
九

五
五
年
四
月
十
一
日
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
の
聖
ア
ン
ナ
教
会
で
司
祭
に

叙
階
さ
れ
た
。
一
九
五
六
年
一

月
に
来
日
、
そ
の
後
、
出
水
、

加
世
田
、
大
口
、
岡
前
、
愛
宕
、

入
来
の
教
会
で
働
き
現
在
に
至

？
Q

。午
前
十
一
時
か
ら
さ
さ
げ

ら
れ
た
感
謝
の
ミ
サ
に
は
、
地

元
の
信
者
ば
か
り
で
な
く
遠
く

は
宮
崎
か
ら
も
神
父
の
金
祝
を

祝
う
た
め
に
駆
け
つ
け
る
な
ど

和
解
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
希
望

が
開
け
る
と
い
う
確
信
の
表
明

で
あ
る
。

【
愛
と
命
の
文
明
】

「
死
の
文
明
」
が
広
が
る
現

代
に
お
い
て
「
愛
の
文
明
」
の

構
築
を
訴
え
た
教
皇
は
、
す
べ

て
の
人
々
の
命
と
人
権
を
擁

護
、
さ
ま
ざ
ま
な
闘
争
に
揺
れ

動
く
世
界
に
向
け
て
、
戦
争
や

暴
力
に
は
勇
気
あ
る
反
対
の
声

を
上
げ
、
常
に
平
和
へ
の
力
強

い
ア
ピ
ー
ル
を
発
し
続
け
て
強

い
影
響
を
与
え
た
。

教
区
主
催
追
悼
ミ
サ

四
月
六
日
（
水
）
午
後
七

時
か
ら
鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
で

七
十
人
の
参
列
が
あ
っ
た
。

六
人
の
司
祭
の
共
同
司
式

で
さ
さ
げ
ら
れ
た
ミ
サ
で
説
教

し
た
ム
イ
ベ
ル
ガ
神
父
（
谷
山

教
会
主
任
）
は
フ
リ
チ
ェ
ル
神

父
の
ソ
ビ
エ
ト
で
の
強
制
労
働

や
教
会
の
変
革
期
の
苦
労
、
外

国
人
な
ら
で
は
の
言
葉
の
苦
労

な
ど
を
振
り
返
り
、
そ
れ
で
も

秘
跡
、
教
会
、
修
道
会
に
対
し

て
の
忠
実
は
変
わ
ら
な
か
っ
た

と
神
父
の
実
直
な
人
柄
を
紹
介

し
た
。
聖
堂
内
に
は
家
庭
的
で

温
か
い
雰
囲
気
が
漂
い
、
ま
た

さ
さ
げ
ら
れ
た
教
区
主
催
の

「
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

追
悼
ミ
サ
」
（
糸
永
司
教
司
式
）

に
は
信
者
、
市
民
五
百
人
が
参

列
し
た
。
ま
た
朝
十
時
か
ら
カ

テ
ド
ラ
ル
正
面
に
設
け
ら
れ
た

記
帳
所
に
も
多
く
の
市
民
が
訪

れ
、
教
皇
の
死
を
悼
ん
だ
。

追
悼
ミ
サ
で
説
教
し
た
糸

永
司
教
は
、
教
皇
の
こ
れ
ま
で

の
働
き
を
、
特
に
日
本
、
鹿
児

島
に
関
連
す
る
も
の
を
紹
介

し
、
そ
の
働
き
の
偉
大
さ
を
伝

え
た
。
そ
の
上
で
司
教
は
「
四

百
五
十
六
年
ぶ
り
に
イ
タ
リ
ア

人
以
外
か
ら
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
皇
は

実
に
摂
理
的
だ
っ
た
と
思
う
。

キ
リ
ス
ト
と
教
会
に
忠
実
だ
っ

た
教
皇
は
自
由
の
た
め
に
、
そ

し

τい
の
ち
の
擁
護
の
た
め
に

精
い
っ
ぱ
い
働
か
れ
た
。
教
皇

を
見
習
い
、
私
た
ち
も
福
音
宣

教
に
励
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

う
」
と
信
者
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
っ
た
。

ま
た
奄
美
大
島
地
区
で
は

八
日
（
金
）
に
追
悼
ミ
サ
を
さ

さ
げ
、
六
百
人
も
の
信
者
が
聖

心
教
会
聖
堂
を
埋
め
尽
く
し
、

偉
大
な
働
き
を
残
し
た
教
皇
に

別
れ
を
告
げ
た
。

フ
リ
チ
ェ
ル
神
父
の
心
を
込
め

て
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
美
し
い
姿

が
あ
っ
た
。

ミ
サ
後
は
ホ
テ
ル
で
祝
賀

会
が
催
さ
れ
、
神
父
は
信
者
た

ち
か
ら
温
か
い
祝
福
を
受
け

た
。
会
場
で
挨
拶
し
た
神
父
は
、

レ
デ
ン
プ
ト
l
ル
会
と
の
出
逢

い
や
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
「
司
祭
に

な
れ
た
の
は
母
親
の
熱
心
な
祈

り
の
お
陰
だ
っ
た
」
と
語
り
、

司
祭
の
召
命
に
は
家
族
の
祈
り

が
大
切
だ
と
結
ん
だ
。



(2) 

私
た
ち
の

「
歪
み
」

は
ど
こ
か
ら
？

聖
書
の
人
間
理
解

（

6
）
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神
と
人
と
白
然
と
の
三
重
の
関

係
性
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
人

間
の
生
は
、
本
来
良
い
も
の
の
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
「
秩
序
あ
る
」

「
良
い
」
も
の
と
し
て
造
ら
れ
た

世
界
に
「
ひ
と
つ
命
を
生
き
る
も

の
」
で
あ
る
は
ず
の
男
女
の
聞
に

も
、
人
間
と
士
（
自
然
）
の
聞
に

も
、
人
聞
が
理
解
し
が
た
い
ほ
ど

の
矛
盾
を
見
る
。
そ
こ
で
創
世
記

は
三
章
で
問
う
の
で
あ
る
「
私
た

ち
の
こ
の
歪
み
は
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
？
」
と
。

シ 7 ま~u乙宰a.

「
神
の
よ
う
に
」
な
る

話
は
蛇
の
誘
惑
で
始
ま
る
「
園

の
ど
の
木
か
ら
も
食
べ
て
は
い
け

な
い
、
な
ど
と
神
は
言
わ
れ
た
の

か
」
（
三
・

1
）。

蛇
の
誘
惑
は
巧
み
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
は
食
べ
る
こ
と
を
禁
じ
ら

れ
た
木
に
女
の
興
味
は
な
い
。
し

か
し
、
禁
止
令
と
異
る
こ
と
を
尋

ね
ら
れ
れ
ば
訂
正
す
る
こ
と
に
な

る
。
「
園
の
中
央
の
木
の
果
実
だ

け
は
食
べ
て
は
い
け
な
い
、
触
れ

て
も
い
け
な
い
、
死
ん
で
は
い
け

な
い
か
ら
、
と
神
様
は
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
」
（
同
2
1
3
）
。
す
か

さ
ず
蛇
は
そ
の
言
葉
を
捉
え
て
誘

い
の
言
葉
を
放
つ
。
「
決
し
て
死

ぬ
こ
と
は
な
い
」
そ
れ
ど
こ
ろ
か

「
そ
れ
を
食
べ
る
と
目
が
開
け
て
、

神
の
よ
う
に
善
悪
を
知
る
者
と
な

る
こ
と
を
神
は
ご
存
じ
な
の
だ
」

（同
4
1
5
）
。
そ
う
言
わ
れ
て
木

の
実
を
仰
ぐ
と
、
そ
れ
は
い
か
に

も
美
昧
し
そ
う
で
、
賢
く
な
れ
そ

う
で
、
つ
い
子
を
延
ば
し
て
食
べ
、

更
に
夫
で
あ
る
男
に
も
食
べ
さ
せ

る
こ
と
に
な
る
。

J芸I(5e.‘曹司Fプコトd 'J （昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第464号

「
善
悪
の
知
識
の
木
」
が
何
を

表
す
か
、
蛇
が
何
を
象
徴
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
様
々
に

言
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、

性
的
な
解
釈
が
あ
る
。
偶
像
崇
拝

と
解
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
知
識

そ
の
も
の
に
対
す
る
否
定
的
立
場

を
こ
こ
に
見
る
も
の
す
ら
あ
る
。

し
か
し
話
の
本
質
は
そ
こ
に
は
な

「
食
べ
る
な
」
と
い
う
神
の
禁

止
令
を
破
る
こ
と
は
、
神
の
被
造

物
と
し
て
神
に
従
う
よ
り
も
自
分

を
中
心
に
据
え
よ
う
と
し
た
こ
と

に
な
る
。
「
神
の
よ
う
に
善
悪
を

知
る
」
と
二
度
も
記
さ
れ
て
い
る

（三・

5
、
ロ
）
こ
と
が
示
す
よ

う
に
、
こ
こ
に
は
「
神
の
よ
う
に
」

知
る
、
つ
ま
り
は
「
神
の
よ
う
に
」

な
る
こ
と
を
欲
す
る
人
間
の
現
実

が
あ
る
。
「
言
い
換
え
れ
ば
「
神

な
し
に
』
人
聞
が
自
立
し
う
る
と

い
う
倣
慢
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

神
の
被
造
物
と
し
て
呼
べ
ば
応

え
る
応
答
責
任
を
持
つ
存
在
で
あ

る
人
問
、
そ
れ
が
聖
書
の
根
本
的

な
人
間
理
解
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

『
神
な
し
に
』
は
成
り
立
た
な
い

は
ず
で
あ
る
（
大
島
）
。
こ
こ
に
、

聖
書
は
人
間
の
歪
み
の
根
本
を
見

て
い
る
の
で
あ
る
。

責
任
転
嫁
す
る
人
間

「
神
な
し
の
自
立
」
を
求
め
た

結
果
は
す
ぐ
に
現
れ
る
。
ま
ず
は

「
神
を
恐
れ
」
て
隠
れ
ざ
る
を
得

な
い
自
分
と
（
三
・

8
）
、
己
の

「
裸
」
を
恥
じ
ざ
る
を
得
な
い
現

実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
応
答
責
任

を
果
た
し
え
な
い
人
間
の
姿
が
あ

す

Q

。

竹

山

B?j 

神
に
問
い
糾
さ
れ
て
ア
ダ
ム
は

答
え
る
「
あ
な
た
が
わ
た
し
と
共

に
い
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た

女
が
、
木
か
ら
取
っ
て
与
え
た
の

で
、
食
べ
ま
し
た
」
（
同
ロ
）
。
こ

こ
に
は
一
つ
の
嘘
も
見
当
た
ら
な

い
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
責
任
を

女
に
転
嫁
し
て
い
る
。
「
わ
た
し

の
骨
の
骨
、
肉
の
肉
」
と
喜
び
迎

え
た
は
ず
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
で
あ

る
。
こ
こ
に
夫
婦
聞
の
破
れ
が
生

じ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

「
あ
な
た
が
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

女
が
」
と
い
う
こ
と
で
、
神
に
ま

で
責
任
を
転
嫁
し
て
い
る
。
こ
こ

に
人
間
の
破
れ
は
極
ま
る
と
い
う

の
は
も
っ
と
も
で
あ
ろ
う
。

女
も
ま
た
然
り
。
「
蛇
が
編
し

た
の
で
、
食
べ
ま
し
た
」
。
蛇
は

「
神
が
造
ら
れ
た
野
の
生
き
物
」

と
先
に
断
わ
ら
れ
て
い
た
（
同
・

1
）
。
と
す
れ
ば
女
も
ま
た
そ
れ

と
な
く
神
に
責
任
転
嫁
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

「
人
間
は
そ
の
責
任
を
神
か
ら

問
わ
れ
る
と
、
同
じ
人
間
仲
間

（
こ
こ
で
は
夫
婦
）
に
責
任
転
嫁

し
、
そ
し
て
同
時
に
神
に
も
責
任

転
嫁
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
・

．．
 

鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
（
大
島
）
。

生
き
る
こ
と
に
苦
し
み
が

女
に
対
す
る
神
の
裁
き
の
第
一

は
、
「
産
み
の
苦
し
み
」
で
あ
る
。

新
た
な
命
の
誕
生
は
、
聖
書
で
は

こ
と
の
ほ
か
神
の
祝
福
の
し
る
し

で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
喜
び
の

中
に
苦
し
み
が
混
じ
る
。
第
二
は
、

男
を
慕
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
に
、

男
に
支
配
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、

女
性
で
あ
る
こ
と
、
母
で
あ
る
こ

と
が
苦
し
み
を
伴
う
。

男
に
は
、
働
く
こ
と
の
苦
し
み

で
あ
る
。
食
べ
物
を
苦
し
ん
で
求

め
ざ
る
を
得
ず
、
し
か
も
な
お
容

易
に
得
ら
れ
な
い
。
土
が
呪
わ
れ

た
か
ら
だ
。

男
も
女
も
、
生
き
る
根
幹
を
な

す
こ
と
に
苦
し
み
が
あ
る
こ
と

は
、
生
き
る
こ
と
が
苦
し
み
を
伴

う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
死
ぬ
こ

と
を
宣
告
さ
れ
た
以
上
、
死
に
向

か
っ
て
苦
し
ん
で
生
き
る
こ
と
に

な
る
。
「
神
な
し
」
の
自
立
の
矛

盾
で
あ
っ
た
。
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聖
母
丹
で
す
。
マ
リ
ア
と
共
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

【
十
字
架
の
使
徒
会
祈
り
の
意
向
】

小
教
区
の
活
性
化

世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

1
日
（
日
）
復
活
節
第
六
主
日

世
界
広
報
の
日

福
音
宣
教
は
わ
た
し
た
ち
の
使
命
で
す
。
「
世
界
広
報
の
日
」

は
、
こ
の
福
音
宣
教
の
分
野
の
中
で
も
と
く
に
新
聞
、
雑
誌
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
映
画
な
ど
の
広
報
媒
体
を
用
い
て
行
う
宣
教
に

つ
い
て
、
教
会
全
体
で
考
え
、
反
省
し
、
祈
り
、
献
金
を
さ
さ
げ

る
日
で
す
。
日
本
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
や
技
術
の
進
歩
し
て
い
る

国
で
、
広
報
が
社
会
や
文
化
に
及
ぼ
す
影
響
は
は
か
り
し
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
広
報
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
広
報
を
通
し

て
社
会
と
人
々
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

か
、
ま
た
、
実
際
、
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
「
世
界
広
報
の
日
」
は
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
で
定
め
ら
れ
、
一
九
六
七
年
以
来
、
毎
年
、
特
別
の
テ
l
マ
が

決
め
ら
れ
、
教
皇
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
第

三
十
九
回
世
界
広
報
の
日
の
テ
l
マ
は
「
民
族
問
の
相
互
理
解
に

貢
献
す
る
広
報
メ
デ
ィ
ア
」
で
す
。

V
聖
体
永
久
礼
拝
（
谷
山
）

3
日
（
火
）
聖
フ
ィ
リ
ポ
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

5
日
（
木
）
レ
デ
ン
プ
ト
l
ル
宣
教
修
道
女
会
来
日
四
十
周
年
記

念
式
典
・
聖
母
寮
・
日
時

8
自
（
日
）
主
の
昇
天

V
教
区
財
務
委
員
会
・
教
区
本
部
－

U
時

V
聖
体
永
久
礼
拝
（
指
宿
）

叫
日
（
土
）
聖
マ
チ
ア
使
徒

市
日
（
日
）
聖
霊
降
臨
の
主
日

V
聖
体
永
久
礼
拝
（
大
熊
）

時
日
（
月
）
教
区
司
祭
会
・
司
教
館
・
随
時

V
レ
デ
ン
プ
ト
l
ル
会
例
会

げ
日
（
火
）
コ
ン
ペ
ン
ト
ゥ
ス
・
教
区
本
部
・
日
時

辺
日
（
日
）
三
位
一
体
の
主
日

V
教
区
司
祭
地
区
財
務
委
員
会
・
教
区
本
部
・
日
時

V
聖
体
永
久
礼
拝
（
小
宿
）

お
日
（
月
）
三
教
区
司
祭
合
同
黙
想
会
・
那
覇
市
・

1
2日

お
日
（
水
）
姶
良
教
会
献
堂
記
念
日
（
一
九
八
六
年
）

幻
日
（
金
）
婚
姻
の
秘
跡
を
深
め
る
集
い
・
マ
リ
ア
山
荘
・

i
m

日
ま
で

お
日
（
士
）

W
・
ブ
リ
チ
ェ
ル
神
父
霊
名
（
フ
リ
チ
ェ
ル
）

お
日
（
日
）
キ
リ
ス
ト
の
聖
体

V
カ
ト
リ
ッ
ク
北
薩
大
会
・
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学

V
聖
体
永
久
礼
拝
（
名
瀬
）

引
日
（
火
）
聖
母
の
訪
問

V
谷
山
教
会
献
堂
記
念
日
（
一
九
六
四
年
）
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五
百
人
が
集
い
汗
を
流
す

復
活
祭
に
奄
美
で
合
同
運
動
会

古
仁
屋
を
除
く
奄
美
大
島

の
五
つ
の
小
教
区
（
笠
利
、
龍

郷
、
大
熊
、
聖
心
、
古
田
町
、

小
宿
）
で
は
、
今
年
の
復
活
祭

を
合
同
で
記
念
し
ま
た
親
睦
の

運
動
会
を
開
催
し
た
。

シ乙7 ま児五乙宰a.

久
し
ぶ
り
の
合
同
運
動
会

3言匡 5ぞ，豆島プコト－ 'J 

聖体永久礼

拝リレー
一
月
か
ら
聖
体
礼
拝

l
火
口
山
教
会
｜

聖
体
永
久
礼
拝

5
月
1
日
（
日
）
ミ
サ
後

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第464号(3) 

奄
美
大
島
地
区
で
は
名
瀬

地
区
が
中
心
と
な
っ
て
一
九

六
九
年
か
ら
十
一
年
間
、
復

活
祭
の
行
事
と
し
て
運
動
会

を
開
催
し
て
い
た
が
、
諸
事

情
か
ら
中
止
し
て
い
た
。
今

回
の
ミ
サ
後
の
運
動
会
は
大

中
高
生
春
の
巡
礼

天
草
を
訪
ね
る

春
休
み
恒
例
の
教
区
主
催

に
よ
る
中
高
生
巡
礼
が
今
年
も

三
月
二
十
九
日
（
火
）
か
ら
三

十
一
日
（
木
）
ま
で
、
男
子
十

九
名
、
女
子
十
名
の
参
加
で
行

わ
れ
た
。
今
回
は
、
「
天
草
の

信
仰
を
探
る
」
と
い
う
テ
l
マ

し
て
司
牧
を
助
け
て
い
る
。

谷
山
教
会
で
は
、
聖
体
の

年
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、
信
徒
の

一
部
か
ら
あ
が
っ
た
聖
体
永
久

礼
拝
を
希
望
す
る
声
に
こ
た

え
、
す
で
に
今
年
の
一
月
か
ら

毎
週
木
曜
日
に
実
施
し
て
い

る
。
大
松
神
父
は
「
日
々
の
信

仰
生
活
の
た
め
の
力
を
、
ご
聖

体
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
の
場
で
活
か
し
て

欲
し
い
」
と
の
こ
と
。
こ
の
ほ

か
に
毎
週
金
曜
日
、
「
ノ
ベ
ナ
」

と
言
わ
れ
る
祈
り
の
集
い
も
行

っ
て
い
る
。

使
徒
的
書
簡
学
習

｜
指
宿
教
会
｜

聖
体
永
久
礼
拝

8
日
（
日
）
ミ
サ
後

続
い
て
、
主
の
昇
天
の
祭

日
に
聖
体
礼
拝
を
行
う
の
は
、

熊
小
教
区
の
呼
び
か
け
に
他
の

小
教
区
が
応
え
る
形
で
実
現

し
、
五
百
人
も
の
信
者
が
集
ま

っ
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
会
場

を
浦
上
教
会
か
ら
朝
日
小
学
校

体
育
館
に
移
し
て
の
開
催
と
な

っ
た
が
、
十
一
時
か
ら
復
活
祭

の
ミ
サ
に
参
列
し
、
昼
食
後
徒

歩
競
争
や
輪
投
げ
、
リ
レ
ー
な

ど
白
熱
し
た
勝
負
が
展
開
さ
れ

たで
、
同
地
を
訪
れ
た
。
泉
神
父

（
鴨
池
）
を
団
長
に
、
石
田
神

父
（
母
間
）
、
末
吉
神
父
（
ザ

ビ
エ
ル
）
も
同
行
し
て
、
崎
津

天
主
堂
、
大
江
天
主
堂
、
天
草

切
支
丹
館
、
天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館

な
ど
を
巡
礼
し
た
。
崎
一
津
教
会

の
信
者
さ
ん
が
営
む
「
み
な
と

や
別
館
」
で
宿
泊
し
、
暖
か
い

も
て
な
し
を
受
け
な
が
ら
、
ァ

ル
メ
イ
ダ
以
来
の
キ
リ
シ
タ
ン

指
宿
教
会
。
信
徒
数
八
三
。
主

任
司
祭
は
牧
山
田
一
神
父
（
教

区
司
祭
）
で
、
隣
接
さ
れ
て
い

る
白
百
合
幼
稚
園
の
園
長
も
務

め
て
い
る
。

指
宿
教
会
信
徒
は
先
に
出

版
さ
れ
た
故
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
の
使
徒
的
書
簡
「
主

よ
、
一
緒
に
お
泊
ま
り
く
だ
さ

い
」
を
購
入
し
、
ミ
サ
後
や
自

宅
で
読
ん
で
い
る
。
ま
た
主
任

司
祭
も
説
教
な
ど
こ
と
あ
る
ご

と
に
ご
聖
体
の
大
切
さ
を
信
徒

に
伝
え
て
い
る
。

「
指
宿
教
会
で
は
信
徒
に
高

齢
者
が
多
く
、
聖
体
礼
拝
も
長

時

間

は

で

き

な

p
k

品
川
吋

信

徒

と

話

し

合

い

、

で

き

る

だ

け

の

こ

ゑ

の
伝
統
に
触
れ
た
り
、
自
分
た

ち
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
年
齢
で
生

涯
を
終
え
た
天
草
四
郎
に
思
い

を
馳
せ
て
い
た
。
｛
四
面
に
参

加
者
の
感
想
文
】

新
委
員
で
初
会
合

司
祭
評
議
会
総
会

四
月
十
九
日
（
火
）
、
司
教

の
諮
問
機
関
で
あ
る
司
祭
評
議

会
総
会
が
教
区
本
部
で
聞
か
れ

た
。
今
回
は
、
任
期
満
了
に
伴

う
選
挙
で
選
ば
れ
た
新
し
い
評

議
員
に
よ
る
最
初
の
総
会
で
、

事
務
局
長
、
常
任
委
員
の
選
挙

の
後
、
終
身
助
祭
、
祭
壇
奉
仕

者
、
朗
読
奉
仕
者
、
聖
体
奉
仕

者
な
ど
の
「
小
教
区
に
お
け
る

奉
仕
職
」
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
。
信
者
一
人
ひ
と
り
が
、
一

人
一
役
と
い
う
意
識
を
高
め
な

け
れ
ば
小
教
区
は
活
性
化
し
な

と
を
し
た
い
」
と
主
任
司
祭
は

語
っ
た
。

意
識
付
け
の
機
会
に

｜
大
熊
教
会
｜

聖
15体

E交
日礼
）拝

14 

16 
時

奄
美
地
区
最
初
の
聖
体
礼

拝
は
大
熊
小
教
区
。
二

O
O
一

年
六
月
に
新
聖
堂
が
献
堂
さ
れ

た
大
熊
教
会
を
中
心
と
す
る
こ

の
小
教
区
は
、
芦
花
部
、
浦
上
、

和
光
国
と
三
つ
の
巡
回
教
会
を

持
ち
、
信
徒
数
六
百
六
。
主
任

司
祭
は
美

島
春
雄
神

父
（
教
区

司
祭
）
。

大
熊
教

会
で
は
、

聖
体
賛
美

式
は
以
前

い
、
奉
仕
職
は
、
自
分
の
た
め

で
は
な
く
、
共
同
体
を
育
て
る

責
任
を
負
う
者
で
あ
る
と
い
っ

た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
な
が

ら
、
司
祭
を
補
佐
す
る
多
様
な

信
徒
協
力
者
の
養
成
と
配
置
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

田
代
君
小
神
学
院
入
学

四
月
五
日
（
火
）
、
長
崎
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
（
山
田
良
秋

院
長
）
に
、
ヨ
ゼ
フ
田
代
竜
之

君
（
赤
木
名
教
会
）
を
含
む
七

人
の
中
学
一
年
生
が
入
学
し

た。三
人
が
修
道
会
ヘ

ザ
ビ
工
ル
教
会

ザ
ピ
エ
ル
教
会
か
ら
若
松

真
紀
さ
ん
、
松
崎
恵
子
さ
ん
、

二
田
奈
津
子
さ
ん
の
三
人
が
召

か
ら
毎
月
行
っ
て
い
る
模
様
、
だ

が
「
ま
だ
ま
だ
聖
体
礼
拝
に
対

す
る
関
心
が
薄
い
。
こ
れ
を
機

会
に
普
段
か
ら
聖
体
礼
拝
を
す

る
よ
う
意
識
付
け
た
い
」
と
主

任
司
祭
は
期
待
し
て
い
る
。
今

回
の
聖
体
礼
拝
は
大
熊
教
会
に

巡
回
教
会
の
信
徒
も
集
ま
っ
て

行
い
、
班
ご
と
に
担
当
す
る
時

間
帯
を
区
切
っ
て
行
う
予
定
で

あ
る
。信

徒
の
関
心
高
い

｜
小
宿
教
会
｜

聖
体
永
久
礼
拝

2
日
（
日
）
叩
時
半
1
日
時

続
い
て
、
三
位
一
体
の
主

日
に
聖
体
礼
拝
が
行
わ
れ
る
の

は
、
小
宿
教
会
。
昨
年
十
月
、

よ
り
充
実
し
た
司
牧
を
行
う
た

め
に
設
立
さ
れ
た
小
宿
小
教
区

は
、
小
宿
教
会
を
中
心
に
、
知

高
齢
者
の
集
い

信
徒
有
志
で
組
織
す
る
高

齢
者
対
策
準
備
室
「
ゆ
ら
い

あ
い
」
で
は
、
六
月
十
一
日

（
土
）
「
高
齢
者
の
集
い
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
、
今
、

多
く
の
人
の
出
席
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
集
い
は
聖
母
寮

命
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
、
こ

の
春
、
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き

イ
エ
ズ
ス
修
道
会
ヘ
入
会
し

た
。
同
教
会
か
ら
一
度
に
三
人

の
志
願
看
が
誕
生
す
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
。

修
道
会
便
り

V
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ

エ
ズ
ス
修
道
会

名
瀬
、
根
瀬
部
、
大
和
、
大
棚
、

戸
円
と
五
つ
の
巡
回
教
会
を
含

め
信
徒
数
三
四
七
で
、
主
任
司

祭
は
木
村
敏
彦
神
父
（
教
区
司

祭）。小
宿
教
会
で
の
聖
体
礼
拝

は
、
巡
回
教
会
の
信
徒
も
一
緒

に
集
ま
り
、
主
日
の
ミ
サ
後
十

時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で
聖
体

礼
拝
を
行
い
、
そ
の
後
聖
体
賛

美
式
で
締
め
く
く
る
予
定
だ
。

「
信
徒
達
も
こ
の
よ
う
な
聖
体

礼
拝
式
は
初
め
て
な
の
で
皆
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
機

会
に
聖
体
訪
問
の
重
要
性
を
伝

え
て
、
信
徒
が
い
つ
で
も
教
会

に
来
て

聖

体

礼

拝

を

た

び

た

び

行

う

よ

う
に
な

っ
て
ほ

し
い
」

（
司
教
館
隣
）
で
午
前
十
一
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
聞
か
れ
、

司
教
ミ
サ
、
分
か
ち
合
い
、

血
圧
測
定
、
健
康
相
談
な
ど

が
あ
る
。
費
用
は
昼
食
代
を

含
み
一
人
当
り
五
百
円
。
送

迎
も
相
談
に
応
じ
る
と
の
こ

と
。
連
絡
は
押
川
龍
夫
さ
ん

（E
O九
九

i
二
四
七
｜
七
五

九
三
）
ま
で
。

小
出
恵
美
子
修
道
女
に
代

わ
り
日
本
管
区
管
区
長
に
池
尻

ひ
と
み
修
道
女

V
名
瀬
修
道
院

新
院
長
に
押
川
リ
ン
コ
修

道
女

V
希
望
の
星
学
園
園
長

新
園
長
に
宮
原
マ
ツ
子
修

道
女
が
就
任
（
ク
リ
ス
ト
・
ロ

ア
A
五）

と
主
任
司
祭
は
語
っ
た
。

ご
聖
体
を
伝
え
た
い

｜
聖
心
教
会
l

聖
体
永
久
礼
拝

m日
（
日
）
ミ
サ
後

聖
母
月
の
最
後
、
キ
リ
ス

ト
の
聖
体
の
主
日
に
聖
体
礼
拝

が
行
わ
れ
る
の
は
、
名
瀬
聖
心

教
会
。
名
瀬
市
の
中
心
部
に
位

置
す
る
こ
の
名
瀬
小
教
区
は
信

徒
数
八
八
二
で
、
鹿
児
島
教
区

で
は
ザ
ビ
エ
ル
教
会
に
次
ぐ
信

徒
数
の
多
い
教
会
。
主
任
司
祭

は
中
野
裕
明
神
父
（
教
区
司

祭）。聖
心
教
会
で
は
、
以
前
か

ら
第
一
と
第
三
日
曜
日
の
ミ
サ

後
と
第
二
と
第
四
木
曜
日
の
午

後
八
時
か
ら
聖
体
賛
美
式
を
行

っ
て
き
て
い
る
。

郡山神父と行くルルド・ローマ・アシジ9日間

日 程： 8月22日（月）～30日（火）同行：郡山健次郎神父（志布志教会）

巡礼地：ルルド・ローマ・アシジ

※料金・日程詳細・申込方法については下記までお問い合わせ下さい。

体制グローバルユースビ‘ュ一口一鹿児島支店

rα協・222-2175 圃099-223-1757

木
曜
日

の
賛
美
式

の
参
加
者

は
二
十
人

ほ
ど
だ
そ

う
で
、
中

野
神
父
は

「
ま
だ
ま

だ
信
徒
の
ご
聖
体
に
対
す
る
意

識
は
薄
い
。
ご
聖
体
が
い
つ
も

共
に
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
確

認
し
、
も
っ
と
観
想
し
て
ほ
し

い
」
と
信
徒
に
促
し
て
い
る
。

ま
た
主
任
司
祭
は
「
説
教

な
ど
を
通
し
て
、
も
っ
と
信
徒

の
日
常
生
活
に
福
音
の
光
を
与

え
る
努
力
を
し
た
い
」
と
語
り
、

そ
ん
な
思
い
も
あ
っ
て
か
、
聖

心
教
会
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
も
作

成
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
る
。

｝】昨甘い

g
n
F
E－－島・

聖
母
月
最
初
の
当
番
は
谷

山
教
会
（
主
任
司
祭
・
ム
イ
ベ

ル
ガ
神
父
）
。
信
徒
数
八

O
四。

教
区
で
も
ザ
ピ
エ
ル
教
会
、
聖

心
教
会
に
次
ぐ
信
徒
数
を
誇

り
、
大
松

神
父
と
有

馬

神

父

（
と
も
に

レ
J

ア
ン
。
フ

ト

l

ル

会
）
も
協

力
司
祭
と



(4) 

殉
教
者
の
堅
固
な
意
志
に
感
動

中
高
生
の
天
草
巡
礼
の
思
い
出

平成17年（2005)5月1日（毎月1日発行）

参
加
者
の
感
想
文
か
ら

（部分）
「
二
日
目
は
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
初
に
崎
津
天
主

堂
に
行
き
ま
し
た
。
び
っ
く
り

し
た
と
こ
ろ
は
、
ゆ
か
が
た
た

み
で
、
木
造
の
教
会
で
歴
史
あ

る
教
会
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

（
中
略
）
根
引
山
で
十
字
架
の

道
行
き
を
し
ま
し
た
。
山
で
十

字
架
の
道
行
き
が
で
き
る
と
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
（
加
治

原

誠

中

二

ザ

ビ

エ

ル

教

会）
「
僕
の
巡
礼
の
楽
し
み
は
二

シ乙7 書見E乙牽a.

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
色
々

な
も
の
を
見
て
ま
わ
る
こ
と

と
、
も
う
一
つ
は
、
他
の
教
会

か
ら
来
る
人
と
友
達
に
な
る
こ

と
で
す
。
今
年
も
ま
た
友
達
が

増
え
ま
し
た
。
」
（
奥
大
地

中
三
古
田
町
教
会
）

「
自
分
は
今
回
が
初
め
て
の

巡
礼
だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ

た
で
す
。
あ
と
、
大
江
教
会
の

シ
ス
タ
ー
が
言
っ
た
『
純
粋
な

悪
人
は
い
な
い
、
純
粋
な
善
人

も
い
な
い
』
と
言
っ
た
の
が
、

心
に
残
っ
た
で
す
。
」
（
山
口
宏

典
中
二
古
田
町
教
会
）

※
こ
の
シ
ス

タ
ー
の
言
葉
を

書
い
た
参
加
者

は
、
他
に
ゴ
一
人

い
ま
し
た
。

「
洗
礼
を
受

け
た
の
も
三
か

月
前
で
他
の
人

に
比
べ
た
ら
知

J芸~9-e. ‘堕壱プコトd 『J

圃 H・
'Z 

俳文

句

思

句

作

鹿
児
島
徳
永
ノ
ブ
子

パ
パ
様
に
祈
り
捧
げ
る
春
の
宵

（
評
）
結
句
の
「
春
の
宵
」
が
唱
椙
氏
存
荘
厳

に
し
た
比
娃
什

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）

純
心
学
園
山
頭
信
子

復
活
節
法
平
藤
は
刀
目
さ
れ
た
り

（
評
）
「
召
さ
れ
た
り
」
で
す
べ
て
を
表
白
し

て
よ
い
。

第464号

松
畑
義
弘

元気いっぱいの参加者たち

ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
け
ど
、
こ
の
つ
一
日
間
で
本
当

に
い
ろ
い
ろ
分
か
っ
た
し
、
参

加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
い
つ

も
は
全
然
お
と
な
し
く
な
い
男

子
も
お
祈
り
に
な
っ
た
ら
す
ご

く
真
面
目
で
話
も
真
剣
に
聞
い

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
」

（
中
之
薗
由
香
高
二
鴨
池

教
会
）「

私
が
こ
の
時
代
に
生
き
て

い
た
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
を
捨
て

ず
に
こ
の
よ
う
な
残
虐
な
弾
圧

に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
思
い
、
今
の
私
で
は
胸
を
張

っ
て
キ
リ
ス
ト
信
者
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
る
自
信
が
ま
だ
少
し

足
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
私
は
こ
の
巡
礼
に

参
加
す
る
た
び
に
確
実
に
信
仰

は
強
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
」
（
石
神
恵
高
三
入

来
教
会
）

「
き
び
し
い
迫
害
を
受
け
る

中
で
あ
っ
て
も
「
隠
れ
切
支
丹
」

と
な
っ
て
、
子
安
観
音
を
マ
リ

ア
観
音
と
し
て
拝
ん
だ
り
、
仏

像
の
背
に
十
字
架
を
き
ざ
み
、

祈
り
を
捧
げ
た
こ
と
に
、
一
番

驚
き
、
同
時
に
喜
び
の
気
持
ち

虞
瀬
敦
子
著
サ
ン
パ
ウ
口
発
行

『
よ
み
が
え
る
明
治
の
宣
教
師
・

ハ
ル
ブ
神
父
の
生
涯
』

こ
の
本
は
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
パ
リ
外
国
宣
教

会
の
宣
教
師
と
し
て
来
日
し
た
ハ
ル
ブ
神
父
の
生
涯
を
書
い
た
も

の
。
神
父
は
、
長
崎
に
上
陸
し
、
大
分
、
臼
杵
、
奄
美
大
島
、
長

崎
の
黒
崎
、
天
草
の
崎
津
で
布
教
活
動
を
し
た
。
在
日
五
十
六
年
、

八
十
歳
で
帰
天
し
た
神
父
の
生
涯
が
約
四
百
頁
の
中
に
活
写
さ
れ

て
い
る
。
鹿
児
島
教
区
に
つ
い
て

は
、
奄
美
大
島
に
お
け
る
二
十
七

年
間
の
布
教
活
動
の
詳
細
な
記
録

に
加
え
て
、
ラ
ゲ
神
父
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

定
価
二
、
一
二
一

O
円

を
抱
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

（
こ
う
し
た
）
人
た
ち
が
い
な

け
れ
ば
、
私
は
今
、
キ
リ
ス
ト

教
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で

す
。
」
（
石
田
知
恵
高
三
川

内
教
会
）

笑
顔
で
架
け
橋
に

本
部
に
新
職
員

「
趣
昧
は
出
会
い
で
す
よ
」

と
明
る
く
話
す
の
は
森
章
子
さ

ん
（
玉
里
教
会
）
。
丑
年
生
ま

れ
の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
？
素
敵

ト
ロ
寺
院
の
空
に
羽
ば
た
く

出
水
遠
竹
睦
郎

桜
咲
く
春
日
に
い
と
し
き
姪
の
娘
は
晴
れ

て
高
校
の
門
を
く
ぐ
り
た
り

阿
久
根
中
津
潰
フ
サ
エ

さ
く
ら
咲
く
聖
園
の
庭
に
座
し
給
ふ
マ
リ

ア
の
姿
神
神
し
く
光
る

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

天
国
に
近
い
所
に
来
た
も
の
の
満
た
さ
れ
て

い
て
も
迷
い
も
あ
り
ぬ

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

窓
を
打
つ
雨
の
水
玉
冷
え
冷
え
と

鹿

児

島

本

城

愛

嫁
と
立
つ
桜
吹
雪
の
基
地
暮
る
る

鹿
児
島
龍
門
司
真
人

然
る
べ
く
召
さ
る
る
瞳
清
し
け
り

短

歌
（
思
川
短
歌
会
作
品
）

鹿
児
島
前
田
儀
子

自
ら
を
省
み
て
坐
せ
る
聖
堂
に
百
合
の
吐

く
息
つ
よ
く
浮
遊
す

（
評
）
四
句
の
「
百
合
の
吐
く
息
」
は
作
者

自
身
の
表
白
で
も
あ
り
尊
い
歌

大

口

森

博
伸
不
知
火
の
由
窃
～
の
波
に
く
ち
づ
さ
む
オ
ロ

ロ
ン
パ
イ
の
あ
の
子
守
唄

鹿
児
島
田
平
新
太
郎

諸
人
の
律
本
叩
尊
ぶ
法
王
の
と
ぎ
る
る
程
の
声
ぞ

偲
ば
ゆ

古
仁
屋
豊
島
忠
司

白
鳩
が
追
悼
ミ
サ
に
放
た
れ
て
サ
ン
ピ
エ

な
女
性
。

会
計
事
務
所
勤
務
の
経
験

を
持
つ
彼
女
は
、
こ
の
四
月
か

ら
教
区
本
部
の
新
職
員
と
し
て

会
計
を
担
当
し
て
い
る
。

人
と
接
す
る
の
が
大
好
き

な
彼
女
。
そ
の
趣
昧
？
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
、
青
年
会
や
教
会

活
動
で
も
人
懐
っ
こ
い
笑
顔
毛

振
り
ま
い
て
、
周
り
の
人
を
和

ま
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
女
は

国
内
で
の
出
会
い
に
飽
き
足
ら

婚姻の秘跡を深める集い

5月27日（金） 19時30分～5月

29日（日） 18時マリア山荘

すべての夫婦（一人での参加は不可・どちらか

が未信者でも可） 5月20日（金）申込〆切連

絡先：長山登志男（宮崎教会）自宅TEL0985-73-

0874・携帯Eαゅ7292羽121／郡山健次郎（志布志

教会） TEL側 4-72噌720・携帯阻伽8832-5160

ザ
ピ
エ
ル
さ
ま
の
散
歩
道

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
の
？

イ
グ
ナ
チ
オ
か
ら
「
あ
な

た
の
役
目
で
す
」
と
言
わ
れ

従
順
に
「
は
い
」
と
従
っ
た

ザ
ビ
エ
ル
が
苦
難
の
航
海
を

終
え
て
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
に
た

ど
り
着
い
た
の
は
一
五
四
二

年
の
五
月
六
日
で
し
た
。
通

常
で
も
半
年
は
か
か
る
リ
ス

ボ
ン
か
ら
ゴ
ア
ま
で
の
航
路

で
し
た
が
、
天
候
不
良
や
さ

ま
ざ
ま
な
苦
難
で
一
年
余
り

か
か
っ
た
の
で
す
。

ザ
ビ
エ
ル
は
ゴ
ア
で
、
午

前
中
は
毎
日
病
人
を
見
舞
い
、

そ
の
世
話
を
し
て
過
ご
し
、

そ
の
後
、
小
さ
な
鐘
を
楽
し

ず
、
「
友
達
千
作
ろ
う
！
」
と

昨
年
一
年
間
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
ヘ
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
に

出
か
け
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で

働
き
な
が
ら
持
ち
前
の
積
極
さ

と
笑
顔
で
世
界
中
か
ら
来
る
い

ろ
ん
な
人
と
接
し
、
人
間
の
温

か
さ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

す
ば
ら
し
い
自
然
に
包
ま
れ
た

す
ば
ら
し
い
体
験
を
し
て
き
た

黙想会「福音に倖きる回心Is月27日（金）

10時～15時教区本部二階会議室参加費：無

料講師：昌川信雄神父（大阪セナートス指導

司祭）※どなたでも参加できます。主催：レジ

オ・マリエ鹿児島コミチウム （川水r099-22ら

4390 直rα県・267－ ’7141)

そ
う
に
鳴
ら
し
な
が
ら
町
中

の
路
地
を
回
っ
て
子
供
達
を

集
め
聖
母
像
の
前
ま
で
連
れ

て
行
っ
て
、
教
理
と
聖
歌
を

教
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
教

理
は
現
地
の
こ
と
ば
を
使
っ

て
、
し
か
も
簡
単
な
リ
ズ
ム

の
歌
に
し
て
教
え
て
い
た
そ

う
で
す
。
純
粋
な
子
供
達
に

よ
り
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
熱

意
を
持
っ
て
工
夫
し
て
い
た

ん
で
す
ね
。

そ
ん
な
ザ
ビ
エ
ル
の
熱
意

が
日
本
へ
の
宣
教
を
駆
り
立

て
ま
す
。
ザ
ビ
エ
ル
と
出
会

っ
た
ヤ
ジ
ロ
ウ
が
洗
礼
を
受

と
か
。「

教
区
本
部
で
働
く
こ
と
が

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
多
く

の
人
に
恩
返
し
が
で
き
た
ら
い

い
な
」
と
話
す
彼
女
は
「
み
ん

な
の
架
け
橋
に
な
れ
た
ら
：
・
」

と
願
い
な
が
ら
、
鹿
児
島
の
あ

ま
り
広
く
な
い
空
を
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
広
い
空
に
見
立
て

て
優
雅
に
の
ん
び
り
自
転
車
で

通
勤
し
て
い
る
。

名
瀬

葉
桜
の
影
の
乱
れ
や
峠
み
ち

出
水
遠
竹
睦
郎

不
知
火
の
海
は
四
月
の
春
の
色

スピリチュアル研修会 6月18日（土） 14 

時～17時／19日（日） 9時30分～16時鹿児島市

民文化ホール第2会議室（5階）

研修費： 6.000円 講師： W ・キッペス神父（臨

床パストラルケア研修センタ一所長）申込先：

奥村律子（r099-2s2-2926)／福沢智子（r0997.・

部-6167)

け
た
の
は
一
五
四
八
年
の
五

月
二
十
日
聖
霊
の
祝
目
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
ザ
ビ
エ
ル
は

ヤ
ジ
ロ
ウ
に
は
ど
の
よ
う
に

教
理
を
教
え
た
の
か
な
？
ザ

ビ
エ
ル
だ
っ
た
ら
今
の
日
本

人
に
は
ど
の
よ
う
に
教
え
る

の
か
な
？
困
難
が
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
そ
れ
に
立
ち
向
か
う

ザ
ビ
エ
ル
様
だ
か
ら
、
天
国

で
日
本
に
来
た
く
て
う
ず
う

ず
し
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。

V
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
皆

様
の
ザ
ピ
エ
ル
様
へ
の
想
い

や
様
々
な
声
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
当
コ

ラ
ム
へ
の
寄
稿
は
四
百
字
以

内
で
久
保
（
教
区
本
部
）
ま

で。
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